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問 2. 環境に関連する地区内での活動への参加状況等 

 「環境に関連する地区内での活動に参

加していますか」という質問に対し、回

答者の約 1 割が「参加している」と回答

しています。 

 
問 3. 環境に関連する地区内での活動への参加意欲 

今後、環境に関連す

る地区内での活動が実

施された場合の参加意

欲について、「Ｂ.地区

内の一斉ライトダウン

イベント」は半数近く

の方が①参加したいを

選択しており、関心が

高いことが伺えます。 

 
 
問 4.家庭において環境に配慮した取り組みを推進するために必要な情報 

省エネ対策やそのための補助制度等の情報を選択している方が多いと言えます。 
 

問 4. 家庭での環境配慮の取り組み推進に必要な情報 

項 目 回答数 

① 手軽にできる省エネ対策の情報 186 

② 最新の省エネ機器や再生可能エネルギー設備に関する情報 146 

③ 省エネ機器・再生可能エネルギー設備購入の際における補助制度等の情報 176 

④ 屋上緑化や壁面緑化等、敷地内の緑化技術・費用に関する情報 100 

⑤ 公園や街路樹の維持管理（緑のアダプト制度）に関する情報 81 

⑥ 電気自動車やハイブリッド自動車の補助制度等に関する情報 85 

⑦ その他 14 

⑧ 特にない 28 

 
問 5. （マンション居住の方に）マンション共用部での環境対策の実施について 

 マンション供用部で環境対策

（照明の省エネ化や太陽光発電の

設置など）については、課題を感

じる方が多いものの、前向きな検

討を行うべきとの考えが多いと言

えます。 

問 2．地区内での環境活動への参加状況 

選択肢 回答数 

①参加している 48

②参加していない 280

無効・無回答 12

問 3．地区内での環境活動への参加意欲 

【選択肢】①参加したい／②参加したくない／③どちらとも言えない 

回答数 

項 目 ① ② ③ 無効等

Ａ 省エネに関するセミナー 104 68 131 37 

Ｂ 地区内の一斉ライトダウンイベント 160 47 98 35 

Ｃ 地区内の一斉打ち水イベント 122 59 125 34 

Ｄ 商店街での環境関連イベント 75 83 146 36 

Ｅ 地区内の緑化活動 105 66 137 32 

Ｆ 親水空間の保全活動 124 58 129 29 

Ｇ 地区内の清掃活動 60 114 114 52 

Ｈ エコドライブに関するセミナー 82 96 118 44 

Ｉ 自転車のマナー講習会 10 0 1 329 

Ｊ その他 回答数（10） 

問５．マンション共用部での環境対策 

項 目 回答数 

① 積極的に実施すべき 67 

② 課題はあるが、前向きに検討すべき 219 

③ 課題があり、実施は難しい 30 

④ その他 1 

⑤ 取り組む必要はない。 3 

無効・無回答 20 
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問 6. 晴海地区におけるカーシェアリングの実施について 

 (1)自動車の保有状況については、約 6 割の

方が自動車を保有していないと回答していま

す。 
(2)「カーシェアリングを利用したいと思い

ますか」という質問に対しては、「①利用して

みたい」を選択した回答者は約 2 割であり、

さらに「③費用、利用時間帯等の条件がよけ

れば利用したい」を選択した回答者を含める

と約 5 割程度となり、家庭での関心が高い取

り組みであると言えます。 
(3)(2)で「③条件がよければ利用したい」を

選択した方を対象に、どのような条件を重視

するかという質問に対しては、「①費用」を選

択した方が５割程度を占めています。 

 
 
問 7. 自然エネルギーを活用した非常用電源（太陽光発電設備等）設置について 

 (1)地区の防災拠点（避難所）等への非常

用電源の設置については、8 割弱が「①設

置すべき」と回答しており、災害時の電源

確保に対する必要性への認識の高まりが伺

えます。 
(2)マンション・オフィスビル共用部分へ

の非常電源の設置についても約 7 割が「①

設置すべき」と回答しており、(1)よりやや

低くなるものの、全般に同様の傾向がある

と伺えます。 

 
 
 
 

問６．カーシェアリングについて 

(1)自動車の保有状況 

① 1 台、所有している。 119

② ２台以上、所有している。 12

③ 所有していない。 199

無効・無回答 10

 

(2)カーシェアリングの利用意向 
① 利用してみたい。 76

② 利用するつもりはない。 114

③ 費用、利用時間帯等の条件

がよければ利用したい 
97

④ 分からない。 24

無効・無回答 29

 

(3)カーシェアリング利用条件 

（(2)で③を選択した方のみ） 
① 費用 50

② 利用可能時間帯 28

③ その他 8

無効・無回答 11

問７．自然エネルギーを活用した非常用電源

（太陽光発電設備等）設置について 

 

(1)地区の防災拠点（避難所）等 

① 設置すべきである。 257

② 住民等の費用負担が生じ

る場合は、設置しなくてよい。 

61

③ 設置しなくてよい。 11

無効・無回答 11

 

(2) マンションやオフィスビル 

① 設置すべきである。 241

② 住民等の費用負担が生じ

る場合は、設置しなくてよい。 

72

③ 設置しなくてよい。 12

無効・無回答 15
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２．事業者アンケートの結果（概要）   【回答数：31】 

 
問 1. 環境配慮の取り組みについて 

器具交換以外の省エネ対策（「D.照明器具の節電対策（器具の交換（項目 A）

は除く。）」「E.空調機器の節電対策（機器の交換（項目 B）は除く。）」「F.ＯＡ機

器の節電対策（機器の交換（項目 C）は除く）」）や、「Ｑ.ゴミの減量、分別、リ

サイクルの徹底」は、多くの企業が実施済（①又は②）と回答しており、既に取

り組みが定着しているといえます。 
逆に、器具交換を伴う省エネ対策（「A.ＬＥＤ電球への取り替え」「B.エネルギ

ー高効率の空調機器への交換・新規導入」）は予定なし（④又は⑤）と回答してい

る事業所が多く、費用負担が生じる取り組みに対しては慎重であることが読み取

れます。 
 

問 1．環境配慮の取組状況 

【選択肢】① 現在、既に取り組んでおり、さらに追加的な取り組みを行う予定である。 
② 既に実施済みである。（今後、追加的な取り組みは予定していない。） 
③ 現在は取り組んでいないが、近いうちに取り組みを行うことを予定している。 
④ 興味はあるが、経済的・時間的な制約等があるため、今のところ取り組む予定はない。 
⑤ 今後とも、取り組むことは考えていない。又は、テナントとして入居しているため、独自の

判断で取り組むことはできない。 
回答数 

項 目 
① ② ③ ④ ⑤ 無効等

A ＬＥＤ電球への取り替え 1 1 5 11 13 0 

B  エネルギー高効率の空調機器への交換・新規導入 0 1 3 10 17 0 

C エネルギー高効率のＯＡ機器への交換・新規導入 7 5 3 10 5 1 

D 照明器具の節電対策（器具の交換（項目 A）は除く。） 8 22 0 1 0 0 

E 空調機器の節電対策（機器の交換（項目 B）は除く。） 5 24 0 0 2 0 

Ｆ ＯＡ機器の節電対策（機器の交換（項目 C）は除く） 2 25 3 0 1 0 

G 高効率給湯器の設備の導入 0 3 2 6 19 1 

H 自然エネルギーの利用 0 1 0 7 22 1 

Ｉ エネルギーの見える化 0 5 1 4 20 1 

Ｊ 屋上緑化の実施 0 1 0 6 23 1 

Ｋ 緑のカーテンやプランター等による緑化・植物栽培 1 3 1 7 19 0 

Ｌ 業務用車両に代わる、徒歩や自転車の利用 0 5 4 5 15 2 

Ｍ 業務用車両に代わる、公共交通機関の利用 0 9 4 2 13 3 

Ｎ 業務用車両でのエコドライブの励行 2 9 3 2 10 5 

Ｏ 業務用車両のハイブリッド自動車や電気自動車への更新・導入 2 1 3 9 12 4 

Ｐ 電気自動車やPHV（プラグインハイブリッド）自動車用の充電設備の導入 1 0 1 13 12 4 

Ｑ ゴミの減量、分別、リサイクルの徹底 6 23 0 1 1 0 

Ｒ その他の取り組み 0 2 1 1 1 26 
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問 2. 環境に関連する地区内での活動への参加状況 

 「環境に関連する地区内での活動に参加し

ていますか」という質問に対し、回答者の約

４割が「参加している」と回答しています。 

 
問 3. 環境に関連する地区内での活動への参加意欲 

(1)「地区内の環境に配慮し、にぎわいのあ

る地区にしていくための取り組み」として

考えられるものとして、右に示すような取

り組みが挙げられました。 
(2)(1)の取り組みを行う場合の参加・貢献方

法として、右に示すような取り組みが挙げ

られました。 
 

 

 
問 4. 事業所において環境に配慮した取り組みを推進するために必要な情報 

「①手軽にできる省エネ対策の情報」が最も多く、昨今の節電の必要性から身

近な省エネ対策への関心が高まっていると考えられる。「⑦他の事業所の様々な取

り組み事例に関する情報」は、①についで多く回答を得ており、参考となる他の

環境配慮事例に対して関心を持っていることが伺えます。 
 

問 4. 事業所の環境配慮の取り組み推進に必要な情報 
① 空調の温度設定を調節するなど、手軽にできる省エネ対策の情報 22 

② 最新の省エネ機器や再生可能エネルギー設備に関する情報 13 

③ 省エネ機器・再生可能エネルギー設備購入の際における補助制度等の情報 13 

④ 屋上緑化や壁面緑化等、敷地内の緑化技術・費用に関する情報 4 

⑤ 公園や街路樹の維持管理（緑のアダプト制度）に関する情報 2 

⑥ 電気自動車やハイブリッド自動車の補助制度等に関する情報 4 

⑦ 他の事業所の様々な取り組み事例に関する情報 17 

⑧ その他 0 

⑨ 特にない 1 

 

問 2．地区内での環境活動への参加状況 

①参加している 12 

②参加していない 18 

無効・無回答 1 

問３．地区内での環境活動への参加意欲 

（１）考えられる取り組み 

・ゴミ拾い等のイベント開催 

・キャンドルナイトのイベント実施  

・打ち水イベントの実施 

・晴海トリトンスクエアでの環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ活動

・データ計測と運用段階における継続的な性

能検証 

・データの公開（見える化） 

 

（２）貴社が可能な参加・貢献方法 

・晴海トリトン街区連絡会を通じての貢献 

・消灯への協力 

・イベントへの社員の協力（社員ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ） 



中央区エコタウン構想 －晴海地区－ 

 

57 

問 5. 晴海地区におけるカーシェアリングの実施について 

(1)自動車の所有状況は、約半数の事業所が

所有していると回答しています。 
(2)「事業者が所有する自動車を休日等に区

民が利用するカーシェアリングの取り組み

を実施する場合、その趣旨に賛同し、参加

したいと思いますか。」という質問に対して

は、参加したいという回答はなく、条件が

よければ参加したいとの回答も 3 件だけで

した。 

 
 
問 6. リスクを踏まえた今後のエネルギー対策について 

「大規模停電や大規模災害のリスクを踏まえた、今後のエネルギー利用につい

て、どのような取り組みを進めていくか」との質問に対し、「①すぐに実施できる

範囲での、節電に向けた取り組みの推進」は９割の事業所が選択しており、節電

が求められている中で実施を推進すべき取り組みとして認知されています。 
 また、「②エネルギーの見える化」、「④蓄電池導入」は、選択した事業所が２～

３割程度であり、一部事業所で関心があると言えます。 
 

問６．リスクを踏まえた今後のエネルギー対策について 
① すぐに実施できる範囲での、節電に向けた取り組みの推進 28

② エネルギーの見える化やデマンド監視等によるデータ管理と、そのデータを活用

したエネルギー削減方策の検討 
8

③ 省エネ機器への交換・新規導入の推進 13

④ 蓄電池等の導入 7

⑤ ガスコジェネレーションシステムの導入 1

⑥ 自立運転が可能な再生可能エネルギー利用の推進 0

⑦ 特にない 0

⑧ その他 3

 
 

 
 
 

問５．地区内での環境活動への参加状況 

(1)自動車の保有状況 

① 所有している。 14

② 所有していない。 16

無効・無回答 1

 

(2)カーシェアリングへの参加意向 

① 参加してみたい。 0

② 参加するつもりはない。 15

③ 費用、利用時間等の条件

がよければ参加したい。 
3

④ 分からない。 6

無効・無回答 7
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